






〔はじめに〕 

喘息発作時には種々の気管支拡張剤が用いられるが,なかでもカテコールアミン系薬剤,キ

サンチン系薬剤が中心で,その薬剤効果の理論づけとしては細胞内 C-AMP の増加がおこる

ためとの考え方がある。 

しかし,こういった考え方のみで喘息発作軽減の説明をすることは無理であるとの意見も

あり,発作時に気管支拡張剤を大量用いることが必ずしも発作を軽くすることにはならな

い。 

また,同一薬剤を頻回大量に用いることで薬剤に対する反応が減少することがある

(Tachyphylaxis),大量用いるときの副作用も心配する必要があり,喘息発作時の治療は問

題が山積されたままであるといっても過言でない。 

そこで,今回は細胞内C-AMPを上昇させる作用が強いとされるisoprotereno1の点滴静注を

行った喘息児のリンパ球,好中球の C-AMP,C-GMP を治療前と治療中,他の一例は治療中と治

療後で比較,また薬剤の Tachyphylaxis について症例の臨床経過から検討してみた。 


